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抄録：本研究では、まず認知論的な視座と社会文化論的な視座の特徴をそれぞれ整理した。そし

て、学校現場で取り組まれている授業実践の現状を踏まえ、知識習得型の協同学習における授業

デザインの一手法として、認知論的な視座と社会文化論的な視座を統合しながら授業をデザイン

することの可能性を説いた。具体的には、９教授事象と TD（Transactive Discussion）の質的

分析を授業デザインのチェックリストとして用いることで、若年教師による知識習得型の授業に

学習者が主体となって学ぶ協同学習の要素を組み込むことができることを明らかにした。 

 

キーワード：授業デザイン、基礎的・基本的な知識の習得、協同学習、認知論的アプローチ、社会文化論的 

アプローチ 

 

Ⅰ．研究の背景  

近年の授業実践・授業研究では、学びの主体を取り巻く他者や社会的・文化的な環境との相互作用に焦点があ

てられるようになってきた（高垣、2010）。学級内における学習者の活動は、複数の学習者や教師との相互作用

を通して影響を与え合いながら進行しているといえる。 

一方で、2000（平成 12）年に「総合的な学習の時間」が新設されたこともあり、ますます体験活動や問題解

決学習が重視され、学習者が知を創出するような探究的な学習の機会が増えている。学習者に求められる知識や

学力観の変化は、授業において社会文化論的なアプローチが着目されている一要因と捉えることができるだろう。 

 しかし、活用型の学習や探究型の学習が重視されるようになったとはいえ、多くの授業では習得型の学習が大

きなウエイトを占めている。習得すべき知識・技能が明確である習得型の学習において、話し合いや伝え合いと

いった協同学習を取り入れるならば、認知論的な視座と社会文化論的な視座を統合しながら授業をデザインする

必要がある。 

 本研究は、習得型の学習における授業デザインの一手法を提唱し、協同学習の中で学習者の基礎的・基本的な

知識・技能の定着がより円滑に図られることを目指すものである。 
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Ⅱ．研究の目的と方法  

学習指導要領解説の総則編（2008）には「確かな学力を育成するためには、基礎的・基本的な知識・技能を確

実に習得させること」とある。一方で、近年、学び合いや伝え合いといった対話型の協同学習が重視されるよう

になってきた。授業において社会文化論的なアプローチを取り入れる中で、学習者に基礎的・基本的な知識・技

能を習得・定着させるためには、従来の「導入‐展開‐終末」に代表される授業デザインでは限界がある。筆者

ら（2013）は以前、ガニェの９教授事象を授業デザインに援用し、授業設計モデルを提唱した。しかし、これは

学習者の学び合い・伝え合い活動の具体的な内容を想定した授業デザインとしては不十分であった。そこで、認

知論的な視座としてガニェの９教授事象を授業デザインに援用することで指導事項を精選することを目指し、社

会文化論的な（社会構成主義に基づく）視座として高垣（2004）の TD（Transactive Discussion）の質的分析

を授業に組み込むことで、学習者が話し合いの中で基礎的・基本的な知識・技能を習得することができるのでは

ないかと想定した。 

本研究の目的は、認知論的な視座と社会文化論的な視座をもって、知識習得型の協同学習の授業デザインを提

唱することである。このために、本研究では次のような方法をとる。まず、９教授事象のもととなる認知主義に

関する概念と TD の質的分析のもととなる社会構成主義に関する概念を整理する。次に、両概念の統合の可能性

について検討する。そして、筆者の指導案および授業実践記録から、両概念を統合した授業デザインの有効性を

実証し、若年教師の授業デザインの一助となることを目指す。 

 

Ⅲ．授業デザイン理論  

1．認知論的アプローチ 

認知とは、学習者個人の知識・技能の習得といった印象があるが、『新版心理学辞典』（1981）では、次のよう

に定義されている。 

 

認知とは知覚、判断、決定、記憶、推論、課題の発見と解決、言語理解と言語使用のように、生体が自

ら生得的または経験的に獲得していく既存の情報にもとづいて、外界の事物に関する情報を選択的にとり

入れ、それによって事物の相互関係、一貫性、真実性などに関する新しい情報を生体内に生成・蓄積した

り、外部へ伝達したり、あるいはこのような情報を用いて適切な行為選択を行ったり適切な技能を行使す

るための生体の能動的な情報収集・処理活動を総称していうことばである。 

 

 ここから、認知とは知識・技能の習得のみならず、習得した知識・技能を適切に活用することを目指した概念

と捉えることができるだろう。この定義を受けて、久保田（2008）は「認知主義は、情報処理システムとしての

人の認知構造をモデル化していこうとするアプローチ」であり、「学習者が持っている知識と新しい知識がつな

がることで意味のある学習ができると捉えられている」ことを指摘している。従来の認知発達研究は、この情報

処理システムに着目しており、ガニェ（Gagne）は教授事象と情報処理プロセスの関係を９教授事象として提唱

した（表１）。 
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表１ 教授事象と処理プロセスの関係 

教授事象 処理プロセス 

1. 学習者の注意を喚起する 受容器による刺激の受容 

2. 学習目標を知らせる 感覚登録器による情報の登録 

3. 前提条件を確認する 短期記憶1への貯蔵2のための選択的知覚3 

4. 新しい事項を提示する 短期記憶の中で情報を維持するためのリハーサル 

5. 学習の指針を与える 長期記憶4への貯蔵のための意味的符号化5 

6. 練習の機会を設ける 長期記憶から短期記憶への検索・回収 

7. フィードバックする 効果器への反応生成 

8. 学習の成果を評価する 学習者環境でのパフォーマンス 

9. 学習の保持と転移を促す 実行方略を介してのプロセス制御 

 

９教授事象に基づく教師の具体的な支援については、以下のように整理した（表２）。 

 

表２ インストラクションの外的事象（ガニェの９教授事象） 

事象 支援 

1. 学習者の注意を喚起する 学習への準備、授業への動機付けを行う。 

2. 学習目標を知らせる 学習目標を示す。 

3. 前提条件を確認する すでに学習している知識やこれまでの経験を思い出して使える状態にする。 

新しく学ぶ内容をこれまでの知識や経験、基礎技能に結びつける。 

4. 新しい事項を提示する 学習すべき新しい内容や手順等を提示する。 

5. 学習の指針を与える これまでの事象の内容を精緻化する。 

なぜそうなるのか、どのような場面で使えるのかを検討する。 

6. 練習の機会を設ける 学習者自身が行ってみて、どの程度身についたかを確かめる。 

7. フィードバックする 学習者の取り組みの様子や発言・発表に適切に助言する。 

8. 学習の成果を評価する 成果を試す。（例）テストをする。 

9. 学習の保持と転移を促す 学習の成果をノートにまとめることで、学習の成果を長持ちさせる。（保持） 

他の場面や学習に応用が効くようにする。（転移） 

出典：鈴木（2007）を一部改編 

 

                                                  
1 少しの間（何もしなければ 30 秒程度）必要な事柄を記憶しておく機能。 

2 符号化（頭の中に記録）された情報を頭の中に保管すること。 

3 情報を引き出す過程のこと。 
4 人がそれまでの人生で学び、体験したことの全てを記憶しておく機能。普通「記憶している」という場合はこ

れを指す。 

5 頭の中に学びや体験を記録すること。 
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一方で、ケース（Case）は、従来の認知発達研究を受けて、子どもの概念発達に対する新しい見方を４つにま

とめている（下線、筆者）。 

 

（１） 内容領域の固有の過程が一般的な制約によって制限を受ける（略）知識は徐々に経験を通して獲

得される。だが、その獲得の仕方は、その時期ごとの情報処理システムの一般的特徴（特に、記

憶容量の制約）により制限される。さらに、発達に伴い、より複雑な知識構造の処理（情報処理）

が可能である。 

（２） 理論的な革命の系列として発達をとらえる。子どもの考えは、基本的ないくつかの知識領域につ

いて、科学者の理論になぞらえられるような、それなりの一貫性をもった説明体系だとされる。

（略）既存の概念が新たな位置づけをもつとする場合と、もっと根底から変革を受けるとする立

場とがある。 

（３） 熟達の獲得として発達をとらえる。子どもの発達を大人がある領域の知識を習得して、熟達する

過程と同一であると見なす。徐々に小さな事実を経験を通して蓄え、組織化していくのである。 

（４） 「学びの共同体」への参入として発達をとらえる。社会における高度な力の発揮は、その社会集

団全体の協同により、またその集団の暮らしている場の生態学的環境の特徴の利用によっている。

子どもはその集団に組み入れられることで、その中の役割を身につけていく。 

 

 （１）は９教授事象に代表される情報処理プロセスの概念に基づいていることが読み取れる。（４）は認知科

学を社会的・文化的なアプローチに組み込むことの可能性を示唆しているといえる。このように、認知科学（認

知心理学）の概念も時代とともに多様化していることが読み取れる。 

 

2．社会文化論的アプローチ 

近年、学習や問題解決に効果を及ぼす社会的相互作用の重要性が注目されているが、学習について久保田

（2000）は次のようにまとめている。 

 

（１） 学習とは、学習者自身が能動的に活動することによって知識を構築していく過程である。 

（２） 知識やスキルは文脈から切り離されるのではなく、状況のなかで、状況に依存して学ばれてい

く。 

（３） 学習は共同体のなかでの社会的な相互作用を通じて行われる。 

 

ここでいう「相互作用」とは、社会構成主義の立場をとる市川（1995）らが示した「言語を媒介とする道具的

な思考を基本とし、対人的なコミュニケーションとともに自己内コミュニケーション過程を通して、社会に参加

していくことそのものが学習である」という流れをくんだものである。 

一方で、高垣（2005）は「社会的相互作用による学習状況とは、１つの目標（問題解決）に向かって、同じよ

うな知識や経験を持つ者あるいは異なる知識や経験を持つ者が複数で、問題や状況を共有し、相互に影響し合い

ながら、考え、行動していく活動」であるとし、社会文化論的アプローチとして対話に着目した分析を行った（表

３）。このように、社会構成主義と社会文化論的アプローチは「知識が社会的な相互作用のなかで構成される」

という点で通じており、相互作用に関しては「対話」が不可欠であるといえる。従って、対話が含まれて初めて
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学び合いや伝え合いといった「協同学習」が成立するのである。 

 

表３ TD の質的分析カテゴリー 

カテゴリー 分類基準 

表
象
的
ト
ラ
ン
ザ
ク
シ
ョ
ン 

1-(a)課題の提示 話し合いのテーマや論点を提示する。 

1-(b)フィードバックの要請 提示された課題や発話内容に対して、コメントを求める。 

1-(c)正当化の要請 主張内容に対して、正当化する理由を求める。 

1-(d)主張 自分の意見や解釈を提示する。 

1-(e)言い換え 自己の主張や他者の主張と、同じ内容をくり返して述べる。 

操
作
的
ト
ラ
ン
ザ
ク
シ
ョ
ン 

2-(a)拡張 自己の主張や他者の主張に、別の内容をつけ加えて述べる。 

2-(b)矛盾 他者の主張の矛盾点を、根拠を明らかにしながら指摘する。 

2-(c)比較的批判 自己の主張が他者の示した主張と相容れない理由を述べながら、反論する。

2-(d)精緻化 自己の主張や他者の主張に、新たな根拠をつけ加えて説明し直す。 

2-(e)統合 自己の主張や他者の主張を理解し、共通基盤の観点から説明し直す。 

 

高垣は TD の質的分析カテゴリーについて、次のように述べている。 

 

知識が共同的につくり上げられていく議論の方向性や認知的変化などの相互作用状況が浮き彫りにされ

た結果、討論過程における相互作用の変化を引き起こす重要な要因は、他者の考えを引き出したり単に表

象したりする「表象的トランザクション」ではなく、互いの考えを変形させたり認知論的に操作したりす

る「操作的トランザクション」の対話の生成であることを見いだしている。 

 

従来の「導入‐展開‐終末」に代表される授業デザインでは、知識・技能の習得過程に対話的な要素を組み込

んだ形で授業がデザインされている。授業者は学習者の実態から反応を予想し、適宜補助発問を用意するなどし

て対話型の授業の成立を目指している。しかし、対話分析の視点を欠いた授業も間々見受けられる。社会文化論

的アプローチでは、授業者（発達段階によっては学習者も含む）がリアルタイムで対話を分析・分類する力が求

められる。そのために、授業者は学習者の対話がどのような要素をもつのか、またどの対話を引き出す必要があ

るのかの視点をもつ必要がある。 

 

3．認知論的アプローチと社会文化論的アプローチの統合可能性  

 ガーゲン（Gergen、2004）は、知識や行為を個人主義的説明から関係性理論に基づく説明への転換を図った。

その中で、認知心理学は「概念（スキーマ・注意・ヒューリスティクス・アクセスのしやすさ等）の操作が、人

間の活動よりも重視される」点で、行為の認知主義的説明には致命的な欠陥があるとしている。しかし、学校現

場の現状において、社会文化論的（社会構成主義）アプローチのみで知識習得型の授業がデザインされているか

というと、そうではない。習得型の学習において話し合いや伝え合いといった協同学習を取り入れる場合は、従

来の授業デザインに協同学習の要素を組み込む形で行われている。これは、実践的かつ試行錯誤的に、認知論的

な視座に社会文化論的な視座を組み込むことを目指したものといえる。 

高垣（2010）は「概念形成は個人的な経験に基づくものであるが、多くの場合、その経験は社会や文化におい
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て共有されたものであることから、人間の認知は個人に閉じたものではなく、社会的・文化的に価値ある文脈に

根本的な成立基盤をもつ」とした上で、認知論的な視座と社会文化論的な視座は「個別独自の関係ではなく相互

補完の関係にあるべきもの」としている。これまで認知論的なアプローチと社会文化論的なアプローチは、それ

ぞれが独自に授業デザインの理論を提唱してきた。そもそも理論研究は「ある特定領域や特定現象の一面を切り

出し、それを対象に分析し、そこに潜在している原理や法則を抽象化したもの」であり「一面性」の性質をもつ

からである。一方で、実践研究は「あるひとつの問題に対処する場合にも、さまざまな視点を働かせながら同時

に多様な要因を考慮する」という「全体性」の性質を有する。その点から、認知論的な視座と社会文化論的な視

座の統合を目指すことは、実践的かつ試行錯誤的といわれる日本の授業研究に、根拠のある形で習得型の学習に

おける話し合いや伝え合いといった協同学習の授業デザインを提唱することができる。 

 

Ⅳ． 考察 

ここでは、認知論的な視座としてガニェの９教授事象を援用し、社会文化論的な視座として高垣の TD の質的

分析（対話分析）を援用する。従来の指導案に「授業を構成する要素」と「対話型の授業に不可欠な要素」を組

み込む形で授業をデザインすることで、習得型の学習における話し合いや学び合いといった協同学習の授業デザ

インを可能にすると想定した。 

 

事例 小学校第６学年 算数「分数×分数（１/11 時）」 

本時では、分数×分数の式の意味を考え、面積図を用い

て計算の仕方を説明することが学習内容となる。ここでは

新出事項である 4/5×1/3 を面積図に表すことで、単なる数

字操作で終わらないようにイメージ化を図ることが重要で

ある。 

学習者は、まず 1dL のペンキでぬれる面積を図に表すこ

とでイメージ化を図る。教科書には、1dL でぬれる線分図、

3dL でぬれる線分図が並んでいる（図１）。それらを参考に

して、1/3dL でぬれる面積を図で表現することが本時の目

標となる（図２）のであるが、「1dL の面積図を縦に切って

３等分する」といった概念はなかなか生まれにくい。教科

書の図を用いると一つひとつの概念をイメージさせなが

ら定着させることには役立つが、1dL の面積図を３等分す

る概念を生じさせるには、同じ図上で3dLのときには1dL

の面積図を３倍に、1/3dL のときには面積図を 1/3 にして

表すことで、学習者の知識の習得を図ることができるので

はないかと判断した（図３）。授業デザイン時に学習者の

つまずきが見受けられる箇所が事象５であると判断し（図

４）、この場面において、教授型の授業を展開してしまった。 
図２ イメージ化を図るための面積図 

図１ イメージ化を図るための線分図 
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図３ アニメーションを用いた線分図 

 

 

 

図４ ９教授事象を用いた指導案 

 

丸野（2005）は、若年教師の授業実践について「教授過程で生じる問題や教える内容や概念や生徒のつまずく

問題についても、それらを体系的に定義したり、どのような解決の方法があるかをしっかりと吟味、検討すると

いうよりも、すぐに（略）その問題解決に関心を示しがちである」と述べている。実際に課題となった事象５の

授業展開における筆者の発話記録を振り返ると、 

 

・4/5 ㎡を図にするところから考えてみましょう。【1-(a)課題の提示】 

・さっきやった線分図を利用しよう。 

・1dL でぬれる面積図に比べて、1/3dL でぬれる面積図はどうなりますか。 

・A さんの考えは、○○ということですね。【1-(e)言い換え】 

・他に３等分の仕方を見つけた人はいますか。【1-(b)フィードバックの要請】 

・（面積図を指さしながら）１㎡をいくつに分けていますか。 

 

といった一問一答型、教師主導型の授業展開になっていた。実際に協同学習の中で基礎的・基本的な知識の習得

を目指す場合、対話の中に 2-(a)拡張、2-(b)矛盾、2-(c)比較的批判、2-(d)精緻化、2-(e)統合（表３参照）の要素

が必要となる。しかし、事象５における筆者の発話をみても、その要素は１つもなかった。つまり、授業者であ

る筆者自身に、協同学習を進めるための知見がなかったということになる。 

 現場で経験を重ねる中で、その要素は自然と身に付くのかもしれない。しかし、それでは根拠なく協同学習を

進めることになるだろう。そうなると、学習者の話し合い活動がうまくいくとき、いかないときが生じてしまい、

その原因を突き止めるのに時間がかかってしまう。 
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 そこで、指導案立案の際に、予想される児童の反応の欄に 2-(a)拡張、2-(b)矛盾、2-(c)比較的批判、2-(d)精緻

化、2-(e)統合の要素を取り入れることで、これらの課題の改善を図ることができる。以上が従来の指導案に「授

業を構成する要素」と「対話型の授業に不可欠な要素」を組み込んだ形の授業デザイン構想である。本授業デザ

インでは、若年教師の習得型の学習における話し合いや学び合いといった協同学習の授業デザインを可能にする。 

 

Ⅴ． 研究の成果と今後の課題 

 本研究では、認知論的な視座と社会文化論的な視座の特徴をそれぞれ整理した。学校現場で取り組まれている

授業実践の現状を踏まえ、知識習得型の協同学習における授業デザインの一手法として、認知論的な視座と社会

文化論的な視座を統合しながら授業をデザインすることの可能性を説いた。理論研究は「一面性」の性質を有す

ることから、これらの理論を複合的に捉えることは、授業実践に活かすうえで重要である。また、９教授事象と

TD の質的分析を授業デザインのチェックリストとして用いることで、若年教師による知識習得型の授業に学習

者が主体となって学ぶ協同学習の要素を組み込むことができる可能性を論じた。このことにより、多忙である学

校現場において、学習者の実態を踏まえるという感覚的な要素だけでなく、分析的な視点で授業をデザインする

ことができる。 

 課題は、本研究は授業デザインに必要な要素を組み込んだ視点を論じたものであり、具体性に欠けている点で

ある。授業はリアルタイムで進むため、学習者の発言をどのように取り上げまとめるのか、また教師の支援の視

点としてどのような言動が必要となるのかについては、これから実践・検証を重ねていく必要がある。 
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